
わたしたちが、安心して暮らせる地域づくりを応援します！  【2019年度 地域福祉コーディネーター】
【後列】山本哲士 (上野 )・中西正敏 (上野 )・吉田文江 (上野 )・野田守 (いがまち )・福田有美 (阿山 )・恒岡三恵 (青山 )
【前列】末廣紀子 (大山田)・猪岡恵理美 (島ヶ原・上野)・生間慎二郎 (中部圏域課長 )・奥田詩織 (上野)・中森研 (東部圏域課長)・今中美紀 (阿山)・一見俊介 (南部圏域課長)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※(　) は配属地域センターおよび役職等　※課長は統括地域福祉コーディネーターを兼務

31

No.159

４  
4 15



  No.159 　　4 月号 2

地域のステキな
支えあい活動

◆地域の福祉拠点「清流」と活用の検討
　1995 年、旧島ヶ原村に地域福
祉の拠点として老人福祉センター
が誕生し、　「清流」の愛称で地域
住民に親しまれました。その後、

市公共施設最適化計画の方向性により、施設の今後に
ついて検討する必要が生じ、社協とまちづくり協議会
による意見交換会を行いました。そこで、介護だけで
なく地域福祉全般の拠点としての「清流」の活用につ
いて、その必要性が再認識されました。
　2016 年には、市主催の「島ヶ原地域の福祉を考え
る懇談会」が発足し、6 回の懇談を経て、１階は社会
福祉協議会が引き続きデイサービスセンターを運営す
ることとなりました。2 階の活用については、2017
年度に島ヶ原地域生活環境改善会議「清流利活用プロ
ジェクト」をたちあげ、地域住民 10 名と社協職員 2
名の 12名が、11回の会議を重ね、地域住民に向けた
アンケートも実施し、新たな活用方法を検討しました。

◆人が集まる拠点活動のスタート！
　プロジェクトの検討を経て、生活環境改善会議で具
現化に向けた協議を行い、拠点活動がスタートしまし
た。ロビーでは、セルフサービスのワンコインカフェ
を開設し、まちづくり協議会の事務担当者が運営を
担っています。また、プロジェ
クトメンバーの女性 3 名が中
心となり、地域住民の集いの
場として「サロン清流」を月
2回運営しています。

　
◆拠点活用のこれからの課題
　今後は、ギャラリー清流を使った発表の場としての
個展や、ワンコインカフェコーナーを使ったミニコン
サート、趣味の講座、サロン清流の毎週開催など、さ
まざまな催しの企画も検討しています。
　拠点活用に向けての課題として、
★ワンコインカフェコーナーの、新たな取組や集客方法
★「清流」までの移動手段の確保
★サロン清流の担い手となるスタッフの確保
★島ヶ原地域だけでなく、誰もが利用できる拠点に
★土日祝日や、夜間の利用（管理体制の問題）
などが挙げられ、引き続き検討を重ねながら取組んで
いく予定です。
　

No.12 (島ヶ原清流利活用プロジェクト)

島ヶ原地域ってどんなところ？
伊賀市の西に位置し、滋賀県、京都
府、奈良県の 3 県に隣接した山間
地域です。昔ながらの地域の関係、
向こう三軒両隣といったおたがいさ
まの関係があり、市内でもいち早く
福祉協力員制度ができました。
【人口 2,194人 /世帯数 1,176 世帯
/高齢化率45.3％（H30.9末）】

「
清
流
」
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
誰
も
が
集
え

る
場
所
と
な
る
よ
う
、

「
島
ヶ
原
地
域
生
活
環

境
改
善
会
議
」
を
中
心

に
、
課
題
解
決
や
新
た

な
取
り
組
み
に
向
け
た

検
討
も
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　島
ヶ
原
地
域
の
地
域
想
い
び
と

　  担
当
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

猪
岡 

恵
理
美

　社
協
職
員
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
地
域
住
民
で

も
あ
る
猪
岡
で
す
。
平

成
29
年
度
か
ら
、
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
島
ヶ
原
担

当
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
福
祉
の
拠
点
の
存
続
に

向
け
て
、
清
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
も
当
初
か

ら
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
意
見
や
考
え

方
は
違
い
ま
す
が
、
地
域
全
体
で
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
、
全
員
が
「
清
流
」
を
残
し
た

い
と
い
う
同
じ
想
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
全
体
で
、
新
た
な
取
り
組
み
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

島ヶ原清流利活用
プロジェクトリーダー 
平田 久二さん

社協
島ヶ原地域センター

介護者
教育室

診察室

栄養
指導室

市
商
工
会

島
ヶ
原
支
所

ロ
ビ
ー

廊下

食事サービスや男の
料理教室、食育講座など

サロン清流
(月２回 )

研修や会議など

趣味活動や、
会議などセルフサービスの

ワンコインカフェ
(常設 )

ギャラリー清流
（島ヶ原の風景等の
写真・絵画の展示）

コーヒー
1杯 100円
（お菓子付き♥）

何か写真

カフェスペース

島ヶ原福祉センター「清流」

島ヶ原福祉センター「清流」  ２階
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腎
臓
は
、
血
液
か
ら
水
分
や
老
廃
物
な
ど

を
オ
シ
ッ
コ
と
し
て
出
す
た
め
の
フ
ィ
ル

タ
ー
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ィ
ル

タ
ー
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と
水
分
や
老

廃
物
な
ど
の
不
要
な
も
の
が
体
に
溜
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、

透
析
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
透
析
は
、
体
内
か
ら
血
液
を
取
り
出
し
人

工
的
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
水
分
や
老
廃

物
な
ど
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血

液
を
体
内
に
戻
す
治
療
で
す
。
２
０
１
７
年

末
の
慢
性
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
総

数
は
３
３
４
，５
０
５
人
で
、三
重
県
で
は
４
，

０
４
０
人
の
方
が
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
は
人
口
１
０
０
万
人
あ
た

り
２
，
６
４
０
人
で
、
国
民
３
７
８
．
８
人

に
１
人
が
透
析
患
者
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
、

65
歳
以
上
の
透
析
患
者
数
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
当
病
院
で
は
透
析
を
受
け
ら

れ
て
い
る
患
者
数
は
42
人
い
ま
す
。
透
析
患

者
さ
ん
は
シ
ャ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
透
析
を
す

る
た
め
の
血
管
に
針
を
刺
し
、
１
回
３
時
間

か
ら
５
時
間
の
透
析
療
法
を
週
３
回
行
っ
て

い
ま
す
。
透
析
中
は
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
本

を
読
ん
だ
り
と
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
透
析
患
者
さ
ん
は
腎
臓
の
働
き
が
悪
い
た

め
水
分
や
老
廃
物
な
ど
不
要
な
も
の
が
体
に

溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
水
分
と
塩
分

の
摂
取
量
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
水
分
を
摂
取
し
過
ぎ
る
と
オ
シ
ッ

コ
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
水
分
が
溜

『
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
ど
う
な
る
の
？
透
析
と
は
？
』

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
　
　
　
　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
床
工
学
技
士
　
透
析
技
術
認
定
士
　
中
村
　
泰
大

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
が
む
く
み
、
塩
分
を

摂
取
し
過
ぎ
る
と
喉
が
渇
き
水
分
を
た
く
さ

ん
取
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
当
病
院
の
透
析
患
者
さ
ん
に
も
体
の
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
１
日
の
水
分
と
塩

分
の
摂
取
量
は
決
め
ら
れ
た
量
以
内
に
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
中
に
は
週
３
回
透
析
を
続
け

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
た
め
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
り
、
投
げ
遣
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
透
析
を
き
ち

ん
と
継
続
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
、
良
質
な
睡
眠
と
自
己
管
理
を

行
っ
て
い
れ
ば
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
透

析
を
し
な
が
ら
毎
日
を
前
向
き
に
過
ご
さ
れ

て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
病
院
の
透
析
室
で
は
、
患
者
さ
ん
が
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

安
全
で
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
　
　
　
☎
０
５
９
５
（
24
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
FAX 

０
５
９
５
（
24
）
２
２
６
８

  

な
か
む
ら
　
や
す
ひ
ろ

　3 月 5 日（火）上野ふれあいプラザにて「住民参加
型生活支援サービス実施団体交流会」を開催し、市内
から 17団体、25名の参加がありました。
　テーマは、「どうやってあつめるの？お助け仲間」で、
「朝日ケ丘町 暮らしのお手伝いの会」と、「NPO 法人
ささゆり」の活動紹介のあと、グループに分かれて、
自己紹介やそれぞれの団体の活動紹介、活動の中での
課題などを話し合いました。

　  住民参加型生活支援
　   サービス実施団体とは？
現在の制度では解決でき
ない、生活上のちょっと
した困りごとの支援を地
域で実施している団体（内
容は様々で、電球の付け
替えや交通不便地域の車
での送迎や配食サービス
など）。伊賀市内では約
26団体が活動しています。

　自分たちの住む地域を安心して暮らせるように取り
組まれている参加者の皆さんが、市内の他地域の実践
や手法を共有することで、参考になったり、自分たち
の地域のよさに気づくなどの場面も多々ありました。
　地域福祉活動計画の推進においては、地域での支え
合い活動の組織化を支援しています。このような交流
の場が、地域の支え合い活動の新しい展開や、課題解
決の糸口になると幸いです。

   朝日ケ丘町 暮らしお手伝いの会
H27 年度より、地域在住の高齢者や要
支援者・ひとり親家庭等が安心して暮
らせるよう、ゴミ出しや草刈り作業等、
依頼者のニーズに応じた暮らしのお手
伝いを実施している。

   NPO 法人 ささゆり (諏訪地区 )
交通アクセスや地理的条件等から移動
困難となる方に対し、H23 年に NPO
法人をたちあげ、H24 年より福祉有償
運送を実施。さまざまな生活課題への
対応も検討している。

身近な地域でのたすけあい活動で、生活のしづらさを支える
～「住民参加型生活支援サービス実施団体交流会」を開催しました～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 □主催／伊賀市地域福祉活動計画  住民参加型地域生活支援サービス推進部会

？
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●
お
知
ら
せ
●

合 計
1,155,405千円

収入の部

　
30
年
に
わ
た
る
平
成
時
代
の
福
祉
政
策
は
、
社
会

福
祉
関
係
８
法
改
正
に
始
ま
り
、
公
的
介
護
保
険
導

入
を
経
て
、「
我
が
事
、
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
提
言
し
て
、
新
し
い
時
代
の
ス
テ
ー
ジ
に
引

き
継
が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
ま
さ
に

地
域
福
祉
に
お
け
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け
と

な
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
第
２
次
基
盤
強
化

計
画
に
基
づ
き
「
人
財
」「
拠
点
」「
財
源
」
の
３
つ

の
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
法
人
運
営
部
門
、
地
域

福
祉
部
門
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
相
互
に
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
第
１
の「
人
財
」で
は
、キ
ャ

リ
ア
パ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
職
員
の
や
り
が
い
を
高
め
る
た
め
の
人

事
考
課
と
連
動
し
た
処
遇
改
善
に
努
め
ま
す
。
第
２

の
「
拠
点
」
で
は
、
２
０
２
０
年
度
に
旧
消
防
庁
舎

改
修
に
よ
る
「
総
合
福
祉
会
館(

仮
称)

」
へ
の
移
転

を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
最
適
化
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能
の
安
定
的
な
継
続
を
図

り
、
地
域
に
お
い
て
地
域
生
活
課
題
に
応
じ
た
生
活

支
援
の
拠
点
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
通
所

介
護
事
業
の
維
持
継
続
の
た
め
、
集
約
事
業
所
の
安

定
運
営
や
地
域
移
行
を
進
め
ま
す
。
第
３
の
「
財
源
」

で
は
、
会
員
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
会
員
の
募
集
や

会
費
の
使
い
道
に
つ
い
て
住
民
の
皆
様
へ
の
案
内
や

報
告
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
会
費
や
共
同

● 
伊
賀
市
社
協 

人
事
異
動

平
成
31
年
４
月
１
日
付
（
課
長
級
以
上
）

地
域
福
祉
部 

東
部
圏
域
課
長 

統
括
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
主
幹
）
中
森
　
研

法
人
運
営
部 
経
理
課
長
兼
企
画
課
長
（
主
幹
）
福
永 

悦
子

● 

用
語
解
説

基
本
方
針
（
抜
粋
）

「
人
材
」「
拠
点
」「
財
源
」
に
よ
る
組
織
の
基
盤
強
化

募
金
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
に
よ

る
新
た
な
寄
付
の
し
く
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
制
度
の
狭
間
で
取
り
組
め
な
か
っ
た
事
業
や
、

補
助
金
や
委
託
金
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
事
業
に
充
当
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
第
３
次
伊
賀

市
地
域
福
祉
計
画
の
推
進
と
、
第
４
次
伊
賀
市
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、（
仮
称
）

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
連
絡
会
の
設
置
に
よ

り
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
住
民
自

治
協
議
会
単
位
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
加
速
し
ま
す
。

　
権
利
擁
護
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
に
お
け
る
利
用
料
改
定
へ
の
対
応
を
図
り
、

安
定
的
事
業
実
施
に
向
け
て
専
門
員
の
確
保
と
持
続

可
能
な
体
制
整
備
に
努
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。
就
労
支
援

に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
お

い
て
新
た
に
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
仮
称
）

を
受
託
し
、
昨
年
度
試
行
的
に
取
り
組
ん
だ
「
ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
」
事
業
を
本
格
化
し
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
人
材

の
確
保
が
困
難
な
状
況
の
中
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

の
導
入
に
よ
り
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な

く
安
定
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
効
率
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

平成31 年度

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

合 計
1,184,651千円

支出の部事業費支出
147,766千円
(12.5%)

負担金支出
100,000千円
(8.4%)

その他の活動による支出
17,938千円
(1.5%)

固定資産取得支出
30,500千円
(2.6%)

人件費支出
843,059千円
（71.2%）

事務費支出
45,388千円
(3.8％)

障がい福祉サービス等
事業収入

16,566千円(1.4%)

会費・寄附金収入
14,166千円(1.2%)

事業収入・
その他の収入

4,747千円(0.4%)

その他の活動
による収入
31,851千円
(2.7%)

受取利息配当金
880千円(0.1%)

経常経費
補助金収入
103,856千円
(9.0%)

積立資産
取崩収入

100,000千円
(8.7%)

受託金収入
137,168千円
(11.9%)

介護保険
事業収入

746,171千円
(64.6%)

重
点
事
業
（
抜
粋
）

■ 

地
域
福
祉
部

　
地
域
福
祉
部
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支
援
策
の
検
討
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
伊
賀
市
で
住
み

続
け
た
い
」「
人
生
の
最
後
を
伊
賀
市
で
迎
え
た
い
」

と
願
う
住
民
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
知
見
や

事
業
を
元
に
、
多
く
の
機
関
や
住
民
参
加
に
よ
る
、

主
に
在
宅
生
活
で
の
安
心
を
支
え
る
た
め
の
取
り
組

み
（
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
見
守
り
や
居
住

支
援
、
保
証
機
能
、
死
後
の
準
備
や
対
応
な
ど
）
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❶
第
３
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
の
た
め
の

地
域
支
援
体
制
の
充
実

❷
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
確
立

❸
く
ら
し
の
支
援
体
制
の
確
立

　■ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
は
各
部
と
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
事
業
所
の
安
定
運
営
と
質
の
向
上
に
努

め
、
職
員
の
や
り
が
い
を
高
め
ら
れ
る
職
場
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

　
職
員
の
離
職
が
重
な
り
、
苦
し
い
事
業
所
の
人
員

体
制
で
は
あ
り
ま
す
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
定
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
２
０
２
５
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
第
２
次
基
盤
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

集
約
を
行
っ
た
施
設
に
お
い
て
は
集
約
の
効
果
を
活

か
し
て
利
用
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
ま
す
。

　
日
本
全
国
各
地
で
様
々
な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
即
し
た
避
難
訓
練
の
定
期
的
実

施
や
、
地
域
福
祉
と
連
動
し
た
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
支
援
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

取
り
組
み
ま
す
。

❶
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働
し
た
支

援
の
提
供

❷
集
約
後
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
て
利
用
者

の
満
足
度
を
高
め
る
質
の
向
上

❸
災
害
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
訓
練
の
実
施

■ 

法
人
運
営
部

第
２
次
基
盤
強
化
計
画
に
基
づ
き
、「
人
財
」
に
関
し

て
、
就
業
規
則
の
改
正
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

を
本
格
実
施
し
、
人
事
考
課
制
度
の
整
備
を
図
り
、

人
材
確
保
と
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
拠
点
」
に
関
し
て
は
、
総
合
福
祉
会
館
（
仮
称
）

へ
の
移
転
準
備
を
進
め
、
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能
の
持

続
可
能
な
貸
借
契
約
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
う
え
の
や
す
ら
ぎ
に
お
い
て
は
本
部

移
転
後
に
新
た
に
地
域
の
活
動
拠
点
と
な
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
模
索
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
ま
す
。

　「
財
源
」
に
関
し
て
は
、
会
員
制
度
の
住
民
へ
の
周

知
を
徹
底
し
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
に
よ
る

新
た
な
寄
付
の
し
く
み
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
担

い
ま
す
。

❶
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
の
導
入
に
よ
る
企

画
体
制
の
強
化

❷
人
財
、
拠
点
、
財
源
の
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
法
人
運
営
体
制
の
強
化

❸
経
理
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
に
よ
る
経
理
体
制
強
化

平
成
31
年
度
よ
り
、
社
協
会
費
の
全
市
統
一
化
を
図
り
ま
す
。

　
伊
賀
市
社
協
は
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
誕
生
し
て
10
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
社
協
会
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
会
員
募
集
の
区
分
や
使
途
な
ど
が
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
度
よ
り
、
会
員
規
程
お
よ

び
会
費
運
用
規
程
の
改
訂
に
よ
る
会
費
制
度
の
全
市
統
一
化
を
は
か
り
、

よ
り
一
層
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
参
加
に
つ
い
て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊賀市社会福祉協議会
会長　福壽　勇

「
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と
、

「
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、

市
民
総
参
加
の
地
域
福
祉
活
動
」

を
す
す
め
る
た
め
に
、
社
協
会

費
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

2019 年度 伊賀市社会福祉協議会 予算
●
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ

民
間
非
営
利
団
体
が
、

活
動
の
た
め
の
資
金
を

個
人
、
法
人
、
政
府
な

ど
か
ら
集
め
る
行
為
の

総
称
。
寄
付
に
加
え
、

会
費
、
助
成
金
、
補
助

金
な
ど
の
「
支
援
的
資

金
」
集
め
も
含
む
。

●
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議

地
域
の
生
活
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
・
共
有

し
、
課
題
解
決
に
向
け
、

住
民
自
治
協
議
会
単
位

で
検
討
す
る
場
。
現
在
、

36
地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
情
報
共
有
、
見

守
り
・
助
け
合
い
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

●
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

誰
も
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
に
出
向
い

て
地
域
支
援
を
専
門
に

行
う
社
協
職
員
。
地
域

福
祉
や
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
居
場
所
・
地

域
学
習
の
場
づ
く
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
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収入の部

　
30
年
に
わ
た
る
平
成
時
代
の
福
祉
政
策
は
、
社
会

福
祉
関
係
８
法
改
正
に
始
ま
り
、
公
的
介
護
保
険
導

入
を
経
て
、「
我
が
事
、
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
提
言
し
て
、
新
し
い
時
代
の
ス
テ
ー
ジ
に
引

き
継
が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
ま
さ
に

地
域
福
祉
に
お
け
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け
と

な
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
第
２
次
基
盤
強
化

計
画
に
基
づ
き
「
人
財
」「
拠
点
」「
財
源
」
の
３
つ

の
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
法
人
運
営
部
門
、
地
域

福
祉
部
門
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
相
互
に
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
第
１
の「
人
財
」で
は
、キ
ャ

リ
ア
パ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
職
員
の
や
り
が
い
を
高
め
る
た
め
の
人

事
考
課
と
連
動
し
た
処
遇
改
善
に
努
め
ま
す
。
第
２

の
「
拠
点
」
で
は
、
２
０
２
０
年
度
に
旧
消
防
庁
舎

改
修
に
よ
る
「
総
合
福
祉
会
館(

仮
称)

」
へ
の
移
転

を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
最
適
化
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能
の
安
定
的
な
継
続
を
図

り
、
地
域
に
お
い
て
地
域
生
活
課
題
に
応
じ
た
生
活

支
援
の
拠
点
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
通
所

介
護
事
業
の
維
持
継
続
の
た
め
、
集
約
事
業
所
の
安

定
運
営
や
地
域
移
行
を
進
め
ま
す
。
第
３
の
「
財
源
」

で
は
、
会
員
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
会
員
の
募
集
や

会
費
の
使
い
道
に
つ
い
て
住
民
の
皆
様
へ
の
案
内
や

報
告
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
会
費
や
共
同

● 

伊
賀
市
社
協 

人
事
異
動

平
成
31
年
４
月
１
日
付
（
課
長
級
以
上
）

地
域
福
祉
部 

東
部
圏
域
課
長 

統
括
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
主
幹
）
中
森
　
研

法
人
運
営
部 

経
理
課
長
兼
企
画
課
長
（
主
幹
）
福
永 

悦
子

● 

用
語
解
説

基
本
方
針
（
抜
粋
）

「
人
材
」「
拠
点
」「
財
源
」
に
よ
る
組
織
の
基
盤
強
化

募
金
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
に
よ

る
新
た
な
寄
付
の
し
く
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
制
度
の
狭
間
で
取
り
組
め
な
か
っ
た
事
業
や
、

補
助
金
や
委
託
金
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
事
業
に
充
当
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
第
３
次
伊
賀

市
地
域
福
祉
計
画
の
推
進
と
、
第
４
次
伊
賀
市
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、（
仮
称
）

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
連
絡
会
の
設
置
に
よ

り
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
住
民
自

治
協
議
会
単
位
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
加
速
し
ま
す
。

　
権
利
擁
護
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
に
お
け
る
利
用
料
改
定
へ
の
対
応
を
図
り
、

安
定
的
事
業
実
施
に
向
け
て
専
門
員
の
確
保
と
持
続

可
能
な
体
制
整
備
に
努
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。
就
労
支
援

に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
お

い
て
新
た
に
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
仮
称
）

を
受
託
し
、
昨
年
度
試
行
的
に
取
り
組
ん
だ
「
ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
」
事
業
を
本
格
化
し
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
人
材

の
確
保
が
困
難
な
状
況
の
中
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

の
導
入
に
よ
り
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な

く
安
定
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
効
率
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

平成31 年度

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

合 計
1,184,651千円

支出の部事業費支出
147,766千円
(12.5%)

負担金支出
100,000千円
(8.4%)

その他の活動による支出
17,938千円
(1.5%)

固定資産取得支出
30,500千円
(2.6%)

人件費支出
843,059千円
（71.2%）

事務費支出
45,388千円
(3.8％)

障がい福祉サービス等
事業収入

16,566千円(1.4%)

会費・寄附金収入
14,166千円(1.2%)

事業収入・
その他の収入

4,747千円(0.4%)

その他の活動
による収入
31,851千円
(2.7%)

受取利息配当金
880千円(0.1%)

経常経費
補助金収入
103,856千円
(9.0%)

積立資産
取崩収入

100,000千円
(8.7%)

受託金収入
137,168千円
(11.9%)

介護保険
事業収入

746,171千円
(64.6%)

重
点
事
業
（
抜
粋
）

■ 
地
域
福
祉
部

　
地
域
福
祉
部
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支
援
策
の
検
討
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
伊
賀
市
で
住
み

続
け
た
い
」「
人
生
の
最
後
を
伊
賀
市
で
迎
え
た
い
」

と
願
う
住
民
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
知
見
や

事
業
を
元
に
、
多
く
の
機
関
や
住
民
参
加
に
よ
る
、

主
に
在
宅
生
活
で
の
安
心
を
支
え
る
た
め
の
取
り
組

み
（
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
見
守
り
や
居
住

支
援
、
保
証
機
能
、
死
後
の
準
備
や
対
応
な
ど
）
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❶
第
３
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
の
た
め
の

地
域
支
援
体
制
の
充
実

❷
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
確
立

❸
く
ら
し
の
支
援
体
制
の
確
立

　■ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
は
各
部
と
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
事
業
所
の
安
定
運
営
と
質
の
向
上
に
努

め
、
職
員
の
や
り
が
い
を
高
め
ら
れ
る
職
場
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

　
職
員
の
離
職
が
重
な
り
、
苦
し
い
事
業
所
の
人
員

体
制
で
は
あ
り
ま
す
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
定
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
２
０
２
５
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
第
２
次
基
盤
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

集
約
を
行
っ
た
施
設
に
お
い
て
は
集
約
の
効
果
を
活

か
し
て
利
用
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
ま
す
。

　
日
本
全
国
各
地
で
様
々
な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
即
し
た
避
難
訓
練
の
定
期
的
実

施
や
、
地
域
福
祉
と
連
動
し
た
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
支
援
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

取
り
組
み
ま
す
。

❶
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働
し
た
支

援
の
提
供

❷
集
約
後
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
て
利
用
者

の
満
足
度
を
高
め
る
質
の
向
上

❸
災
害
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
訓
練
の
実
施

■ 

法
人
運
営
部

第
２
次
基
盤
強
化
計
画
に
基
づ
き
、「
人
財
」
に
関
し

て
、
就
業
規
則
の
改
正
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

を
本
格
実
施
し
、
人
事
考
課
制
度
の
整
備
を
図
り
、

人
材
確
保
と
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
拠
点
」
に
関
し
て
は
、
総
合
福
祉
会
館
（
仮
称
）

へ
の
移
転
準
備
を
進
め
、
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能
の
持

続
可
能
な
貸
借
契
約
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
う
え
の
や
す
ら
ぎ
に
お
い
て
は
本
部

移
転
後
に
新
た
に
地
域
の
活
動
拠
点
と
な
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
模
索
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
ま
す
。

　「
財
源
」
に
関
し
て
は
、
会
員
制
度
の
住
民
へ
の
周

知
を
徹
底
し
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
に
よ
る

新
た
な
寄
付
の
し
く
み
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
担

い
ま
す
。

❶
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
手
法
の
導
入
に
よ
る
企

画
体
制
の
強
化

❷
人
財
、
拠
点
、
財
源
の
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
法
人
運
営
体
制
の
強
化

❸
経
理
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
に
よ
る
経
理
体
制
強
化

平
成
31
年
度
よ
り
、
社
協
会
費
の
全
市
統
一
化
を
図
り
ま
す
。

　
伊
賀
市
社
協
は
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
誕
生
し
て
10
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
社
協
会
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
会
員
募
集
の
区
分
や
使
途
な
ど
が
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
度
よ
り
、
会
員
規
程
お
よ

び
会
費
運
用
規
程
の
改
訂
に
よ
る
会
費
制
度
の
全
市
統
一
化
を
は
か
り
、

よ
り
一
層
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
参
加
に
つ
い
て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊賀市社会福祉協議会
会長　福壽　勇

「
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と
、

「
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、

市
民
総
参
加
の
地
域
福
祉
活
動
」

を
す
す
め
る
た
め
に
、
社
協
会

費
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

2019 年度 伊賀市社会福祉協議会 予算
●
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ

民
間
非
営
利
団
体
が
、

活
動
の
た
め
の
資
金
を

個
人
、
法
人
、
政
府
な

ど
か
ら
集
め
る
行
為
の

総
称
。
寄
付
に
加
え
、

会
費
、
助
成
金
、
補
助

金
な
ど
の
「
支
援
的
資

金
」
集
め
も
含
む
。

●
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議

地
域
の
生
活
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
・
共
有

し
、
課
題
解
決
に
向
け
、

住
民
自
治
協
議
会
単
位

で
検
討
す
る
場
。
現
在
、

36
地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
情
報
共
有
、
見

守
り
・
助
け
合
い
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

●
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

誰
も
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
に
出
向
い

て
地
域
支
援
を
専
門
に

行
う
社
協
職
員
。
地
域

福
祉
や
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
居
場
所
・
地

域
学
習
の
場
づ
く
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

支
援
を
行
っ
て
い
る
。



   No.159  　　4 月号 6

■
平
成
30
年
度
三
重
の
赤
い
羽
根
募
金
百
貨

店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
贈
呈
式

　
三
重
の
赤
い
羽
根
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
企
業
と
地
域
住
民
と
共
同
募
金

の
し
く
み
の
関
係
性
を
構
築
し
、
企
業
の
自

社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
、
地
域
貢

献
に
つ
な
げ
る
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伊
賀
市
で
は
、
第
１
号
店
と
し
て
「
桔
梗

屋
織
居
」
が
、「
お
か
ゆ
大
福
」
を
寄
付
付
き

商
品
と
し
て
選
定
し

応
援
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
去
る
３
月
13
日
、

三
重
県
社
会
福
祉
会

館
に
て
寄
附
金
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
平
成

30
年
度
分
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
や
ぶ
っ
ち
ゃ
温
泉
が
伊
賀
市
２
号
店
に
！

　
三
重
の
赤
い
羽
根
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、伊
賀
市
で
２
店
目
と
し
て
「
や
ぶ
っ

ち
ゃ
温
泉
」
に
ご
加

盟
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
ぶ
っ
ち
ゃ
温
泉
で

販
売
し
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク

の
売
り
上
げ
の
一
部

を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
す
。

　
三
重
の
赤
い
羽
根
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

三
重
の
赤
い
羽
根
募
金

百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程／５月10日(金)/13日(月)
/15日(水)/17日(金)/20日(月)
●時間／10:00～15:15

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

仕事にいかせる‼☆「「コミュニケーション講座」開催

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／４月１６日(火)・５月２１日(火) 13:00～16:00

自分の気持ちや考えをわかりやすく、伝える方法
などについて学びます。毎月１回（第2火曜日）
日時：５月14日（火）10:00～11:30
場所：サポステ事務所　☆事前にご連絡をお願い
します。※４月は終了しました。

＊はじめまして＊
今日からできる 簡単手話講座

「はじめて」と「会う」の手話を
組み合わせて表現します。

①「はじめて」
片手の５指を揃えて、体の
前ベルトの辺りから上へ上
げながら、人さし指を残し
て他の４指は折ります。

②「会う」
両手人さし指を、
左右から真ん中で
合わせます。

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎２２－９６５７

持病は？
家族や連絡先は？

「わたしの安心シート」は、社協会費が一部活用されています。

冷蔵庫に

入っていま
すか？

「わたしの
安心シート

」

　伊賀市社協では、冷蔵庫に保管し、もしもの時にあなたや
ご家族の命をすばやく救うための情報ツール『わたしの安心
シート』の利用をお勧めしています。
　伊賀市消防本部でも、救急出動の際には『安心シート』の
有無を必ず確認していただけるほど、広く浸透してきました。
しかし、せっかく冷蔵庫の中からシートを取り出しても、中
身が記入されておらず白紙のままであったり、連絡のつく人
の携帯電話番号が現在使われていなかったりといった、残念
な事案もあるようです。
　春は進学や就職、転勤などで生活環境が大きく変わる季節
です。もう一度、あなたの『安心シート』を点検してみては
いかがでしょうか・・・

★安心シートは、社協の各窓口でお渡
しできます。
★シートには、緊急時に連絡がつく人
（できれば２人以上）の電話番号と、
お薬情報、現在かかりつけの病院名
等をご記入ください。
★『安心シート』を冷蔵庫に入れた後、
忘れずに扉にステッカーを貼り、
「万一の際に開けて確認してほしい」
という、意思表示をお願いします。

「わたしの安心シート」は、あなたの医療情報をまとめ、
容器に入れて冷蔵庫に保管し、万一の救急時に備えるものです。

※安心シートは、伊賀市社協ホームページからダウンロード
できます。 ▼http://www.hanzou.or.jp/about/download/

★おねがい★  「安心シート」
を冷蔵庫に入れたら、扉部分に
ステッカーを貼ってください。



○会場／上野病院クリニック棟２F (伊賀市四十九町2888) ※無料駐車場有
○対象者／伊賀市内にお住まいの65歳以上の方
○修了／５回以上の参加で、修了証書を発行します。
○申込期間／４月16日(火)～6月15日(土)　※申込期間内でも、定員に達した時点で締め切ります。
　　　　　　お電話またはFAXにて、住所・氏名・電話番号をお知らせください。
○その他／体を動かしやすい服装でお越しください。（2回目と6回目は座学）
　　　　　筆記用具および、1回目に配布する「いきいき教室」のファイルを毎回ご持参ください。

■主催／一般財団法人 信貴山病院分院 上野病院  ■共催／伊賀市地域包括支援センター・伊賀市社会福祉協議会

■ 回数　　■ 開催日時　　　■ 内容

定 員
80名

参加費
無 料

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

6月22日（土）
13:30～15:00

7月2７日（土）
13:30～15:00
8月24日（土）
13:30～15:00
9月28日（土）
13:30～15:00
10月19日（土）
13:30～15:00 
11月16日（土）
13:30～15:00 
12月21日（土）
13:30～15:00

開校式/「認知症サポーター養成講座」
　　　「地域における見守りについて」
　　　「いきいき教室  はじまり・はじまり」
認知症についてどれくらい知っていますか？
～認知症の理解と対応～
認知症と生活習慣病について
～病気とうまく付き合っていくために～
終活について
～避けては通れない死について考えてみる～
脳と身体を使ってすっきり
～どこでも出来る簡単トレーニング法～
仮）睡眠について
～〝寝る″という事を改めて考えてみる～
食べ物と認知症との関係
～食生活で気を付けること～ ／修了式

伊賀市地域包括支援センター
伊賀市社会福祉協議会
上野病院

平尾 文雄(上野病院院長)

山口 知代(精神科専門看護師)

岡田 敦(認定臨床心理師）

安井 義博(理学療法士)

藤井 勇佑(精神科医師)

竹内 恵美子(管理栄養士
・精神科認定栄養士）

市民ふくし
大学講座

シニアのための・・・“いきいき教室”
基礎講座 専門講座

いが見守り
支援員

◇この講習会は、市民ふくし大学講座 専門講座として認定されます。

■回数    ■開催日　　　 　   ■教科内容　　　　　　　　　 　　　　　　　■講師

一般財団法人 信貴山病院分院  上野病院   担当：奥谷：乾
☎0595-21-5010／ FAX 0595-21-5100

お申し込み先・連絡先

いつまでも元気で暮らしたい・・・誰もが望むことです。
2025年には65歳以上の5人に１人が認知症になるといわれています。
上野病院では、シニアのための“いきいき教室”の第５回生を募集します。
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音
楽
療
法
を
通
し
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
？
は
じ
め
て
の
方
も
大
歓

迎
！
（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

　
【
日
時
】
５
月
22
日
（
水
）
10
時
～
11
時

　
【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階　

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
・
介
護
予
防

教

室

の

ご

案

内

第
６
回 

健
康
安
全

運
転
講
座
の
ご
案
内

　
三
重
ダ
イ
ハ
ツ
で
は
、
自
由
に
外
出
が
で

き
る
生
活
を
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

安
心
し
て
ク
ル
マ
に
お
乗
り
い
た
だ
く
た
め

の
専
門
講
師
に
よ
る
「
運
転
能
力
の
維
持
・

向
上
に
役
立
つ
運
動
指
導
」「
サ
ポ
カ
ー
体

験
」「
お
住
ま
い
の
地
域
で
の
運
転
で
気
を

つ
け
て
欲
し
い
事
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
ご
自
身
の
運
転
を
振
り

返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
日
時
】
５
月
23
日
（
木
）
13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】
三
重
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
伊
賀
上
野
店

（
伊
賀
市
印
代
３
３
５-

６
）

【
対
象
年
齢
】
60
歳
以
上
【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
伊
賀
市
社
協
本
部　
☎
21-

５
８
６
６

●
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
の
際
、
運
転
講

座
の
申
込
の
旨
、
お
名
前
、
ご
住
所
、
お
電

話
番
号
、
年
齢
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
当
日
、
簡
単
な
運
動
指
導
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
の
ご
参
加
を
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民

も含まれています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。
※ボランティア活動保険加入者数は平成３０年 4 月

1 日以降の加入者延人数です。
※ホームページアクセス数は、カウンタ数値ではなく
　1 ヶ月間の訪問者実数を解析し掲載しています。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.159  　　4 月号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
介護保険認定者数（施設・在宅）
ボランティア活動保険加入者数
ホームページアクセス数

	 ９２，０４６人（－79人）
　２９，６６２人（＋19人）

　　３２．２％（±0.0％）
　６，１２７人（＋１人）

２，７６４人（＋１人）
７，５４１（－1,005件）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/

　
４
月
に
入
り
平
成
31
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
時
代

は
ま
も
な
く
幕
を
閉
じ
、
５
月
か

ら
は
新
元
号
「
令
和
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
伊
賀
市
社
協
だ
よ
り

「
あ
い
し
あ
お
う
」
は
来
月
15
日

に
令
和
元
年
５
月
号
を
発
行
い
た

し
ま
す
の
で
、
令
和
時
代
に
お
き

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

　
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（147）
ハッピーちるどれん

メンバー数／親子１５組
開催場所／三重県上野森林公園他
開催頻度／月１回　土曜日

　ハッピーちるどれんでは、乳幼児から学童期の子どもたちが五感を使っ
て自由に考え、動ける活動を心がけています。
　今年度は、書道家の方や建具屋さん、木工教室講師の方などと一緒に、
森林公園と共催でものづくりにも取り組みました。専門的な技術を持つ
人の思いが伝わり、子どもの自由な発想がそれぞれに広がって、予想以
上のものが出来上がる体験が出来ました。仲間がいることで連帯感も生
まれます。自然を感じながら、親子でひとつのことに集中して一生懸命
に作業をした時間は、人生の宝物になると思っています。また、自然の
中で鳥の声や風の音に触れながら過ごすことで、「命は人間だけじゃない
こと」「暑い時、寒い時の過ごし方」などを季節を感じながら五感で学び
ます。その体験から、ゆくゆくは環境のことにも目を向ける子に育って
くれればという思いも持っています。
　今後も、色んな活動を取り入れて、親子で動きやすい形で続けていき
たいです。子どもたち一人ひとりの未来のために、丁寧に活動していき
たいと思います。発達に課題を感じているお子さんの参加も、お気軽に
ご相談ください。

地
域
セ
ン
タ
ー

本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp

地
域
セ
ン
タ
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い
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セ
ン
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地
域
セ
ン
タ
ー

阿
山

地
域
セ
ン
タ
ー

大
山
田

地
域
セ
ン
タ
ー

青
山

数字で見る伊賀市の福祉	 平成３１年２月２８日現在（前月比）

我
ら
！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー

●活動を始めたきっかけ
　在職中から「何か地域の中で役に立ちたい！」と、福祉の仕事を
したいと思っていました。62歳の時に、大学の福祉学部に入学し、
地域福祉や高齢者福祉、児童福祉等について 2年間学びを深め、大
学卒業後、自治会長をしている時に、民生委員児童委員になりました。
●活動内容	
　民生委員活動を始めて 12年目になります。地域の中でみなさん
が、安心安全に暮らすためのお手伝いをしています。民生委員とし
ては①見守り活動②相談相手③つなぎ役として、日々努力をしてい
ます。また、会長として行政等の関係機関への提言や、地域のネッ
トワークづくりを担っています。
●今後の抱負
　民生委員同士のつながりが、まだまだ弱いように感じます。今年度
は民生委員児童委員協議会単位での情報交換や交流が出来るようにす
すめていきたいと思います。また、住民自治協議会や自治会等の地域
の関係団体との協働、連携をさらに強化し、地域福祉課題の解決をめ
ざしていきたいです。

松
ま つ い

井 謙
け ん じ

二さん（77 歳）
上野在住
伊賀市民生委員児童委員
連合会 会長 No.155


